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1.  平成23年3月期の連結業績（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

 

(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期 33,287 37.2 1,418 ― 1,667 729.6 962 ―

22年3月期 24,254 △35.6 △84 ― 201 △89.5 △44 ―

（注）包括利益 23年3月期 688百万円 （△6.6％） 22年3月期 737百万円 （―％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利益

率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

23年3月期 41.35 ― 3.0 3.9 4.3
22年3月期 △1.88 ― △0.1 0.5 △0.4

（参考） 持分法投資損益 23年3月期  21百万円 22年3月期  28百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期 45,160 33,317 72.1 1,412.47
22年3月期 40,367 33,087 80.2 1,386.46

（参考） 自己資本   23年3月期  32,565百万円 22年3月期  32,365百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

23年3月期 391 △1,969 △630 8,791
22年3月期 2,338 261 △1,383 10,577

2.  配当の状況 

 

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

22年3月期 ― 7.00 ― 5.00 12.00 282 ― 0.9
23年3月期 ― 6.00 ― 7.00 13.00 302 31.4 0.9

24年3月期(予想) ― 7.00 ― 7.00 14.00 31.3

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、通期は対前期、第2四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 17,300 23.9 720 56.1 840 60.3 480 52.8 20.82
通期 35,000 5.1 1,550 9.2 1,800 7.9 1,030 7.0 44.67



4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 有  

（注）詳細は、１５ページ「（６）連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更」をご覧ください。 

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

新規 1社 （社名） デンヨー ベトナム CO.,LTD. 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う変更  ： 有

② ①以外の変更  ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期 25,359,660 株 22年3月期 25,359,660 株

② 期末自己株式数 23年3月期 2,304,212 株 22年3月期 2,015,725 株

③ 期中平均株式数 23年3月期 23,285,686 株 22年3月期 23,646,555 株

（参考）個別業績の概要 

1.  平成23年3月期の個別業績（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

 

(2) 個別財政状態 

  

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期 24,323 52.0 134 ― 699 ― 493 △77.8

22年3月期 16,007 △36.9 △1,029 ― △307 ― 2,223 322.3

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

23年3月期 21.16 ―

22年3月期 93.83 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期 37,508 28,538 76.1 1,235.20
22年3月期 34,160 28,346 83.0 1,211.75

（参考） 自己資本 23年3月期  28,538百万円 22年3月期  28,346百万円

2.  平成24年3月期の個別業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、通期は対前期、第2四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

※ 監査手続の実施状況に関する表示 
 この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において、財務諸表に対する監査手続が実施中です。 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 上記の予想には本資料の発表日現在の将来に関する前提・見直し・計画に基づく予測が含まれており、実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と
異なる可能性があります。詳細は２ページ「１．経営成績」をご覧ください。 

売上高 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 12,500 14.5 490 67.6 310 8.1 13.42
通期 25,000 2.8 850 21.5 540 9.4 23.37
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(1）経営成績に関する分析 

①当期の概況  

当連結会計年度におけるわが国経済は、生産活動や設備投資を中心にして緩やかな回復傾向にあったものの、個

人消費や雇用環境などは、引き続き厳しさが残る状況で推移いたしました。年度後半は持ち直しの傾向も見られま

したが、3月11日に発生した東日本大震災の影響により先行き不透明な状況となりました。一方、世界経済は、中

国を中心としたアジア地域では好調を維持し、北米地域でも緩やかな景気回復が続きました。 

当社グループを取り巻く事業環境は、国内においては民間設備投資が緩やかに改善し、海外においてもアジア市

場ならびに北中米市場などで需要が堅調に推移いたしました。このような状況の中、当社グループといたしまして

は、環境対応製品の拡販に注力してまいりました結果、東日本大震災に伴う発電機の緊急出荷も加わり、売上高は

332億87百万円（前期比37.2％増）となりました。利益面におきましては、生産量が増えたことによる量産効果も

あり、営業利益は14億18百万円（前期は84百万円の営業損失）、経常利益は16億67百万円（前期比729.6％増）、

当期純利益は9億62百万円（前期は44百万円の当期純損失）と大きく改善することができました。 

部門別売上高は次のとおりです。 

発電機関連では、国内向けが主力のレンタル業界向け出荷や非常用発電機の出荷が堅調に推移したことに加え、

海外向けも北中米や東南アジアを中心に需要が回復したことから、売上高は238億11百万円（前期比45.0％増）と

なりました。 

溶接機関連では、国内向けが省エネに貢献する小型機の出荷が増加したことに加え、海外向けも欧米向けが若干

回復したことから、売上高は29億35百万円（同16.1％増）となりました。 

コンプレッサー関連では、公共工事は減少したものの主力のレンタル業界向けや海外向け出荷が増えたこともあ

り、売上高は9億29百万円（同25.0％増）となりました。 

その他では、製品に付随している部品売上等が増加し、売上高は56億11百万円（同23.2％増）となりました。 

  

セグメント別概況は次のとおりです。 

（日 本） 

日本では、国内の主力市場であるレンタル業界向けに発電機、コンプレッサーの出荷が増加したことに加え、北

中米やアジア向け発電機の出荷も堅調に推移したことや、東日本大震災に伴う発電機の緊急出荷も加わり、売上高

は248億84百万円と前期と比べ64億1百万円（前期比34.6％増）の増収となりました。営業利益は7億32百万円とな

り、売上増加や経費節減に積極的に取り組んだことにより、前期に比べ12億27百万円の改善となりました。 

（アメリカ） 

アメリカは、景気が回復傾向で推移したことから、発電機の出荷が増加し、売上高は51億63百万円と前期に比べ

22億19百万円（前期比75.4％増）の増収となりました。営業利益は3億24百万円となり、前期に比べ2億72百万円の

改善となりました。 

（アジア） 

アジアは、全体的に設備投資が堅調に推移し、インドネシアやオーストラリア向けなどの出荷が増加し、売上高

は26億96百万円と前期に比べ2億50百万円（前期比10.2％増）の増収となりました。営業利益は3億19百万円とな

り、前期に比べ1億18百万円の改善となりました。 

（欧 州） 

欧州は、ユーロ安の影響がありましたものの発電機の出荷が増加し、売上高は5億43百万円と前期に比べ1億61百

万円（前期比42.5％増）となりました。営業損失は36百万円となり、前期に比べ6百万円の改善となりました。 

  

②次期の見通し  

今後の経済見通しにつきましては、銅や鋼材等の原材料価格高騰など懸念材料はあるものの、世界経済としては

緩やかな回復基調で推移するものと期待されます。一方、国内は東日本大震災のもたらした影響と、これに伴うサ

プライチェーンの混乱、電力不足などにより先行きが見通しにくい状況となっております。 

このような状況下におきまして、当社グループといたしましては、新市場開拓に積極的に取り組んでまいりま

す。また、部材の調達が不安定なことから、第1四半期を中心に厳しい生産対応を余儀なくされておりますが、災

害復旧支援になくてはならない製品を供給するメーカーとして安定供給に全力をあげて取り組んでまいります。 

なお、為替相場につきましては、為替レートを85円/米ドルで想定しております。 

１．経営成績



(2）財政状態に関する分析 

当連結会計年度末における総資産は451億60百万円（前期末比47億93百万円増）、純資産は333億17百万円（同2

億30百万円増）、自己資本比率は72.1％で前期末から8.1％低下いたしました。  

キャッシュ・フローの状況は、営業活動の結果得られた資金は3億91百万円（前期比19億46百万円減）となりま

した。これは主に税金等調整前当期純利益が16億36百万円計上されたことや、売上債権の増加47億21百万円と、仕

入債務の増加38億91百万円、たな卸資産の増加6億98百万円等によるものであります。  

投資活動の結果使用した資金は19億69百万円（前期は2億61百万円資金の増加）となりました。これは主に有形

固定資産の取得による支出8億93百万円や子会社株式の取得による支出8億97百万円等によるものであります。  

財務活動の結果使用した資金は6億30百万円（前期比7億53百万円減）となりました。これは主に短期借入金の純

増加額3億42百万円や長期借入金の返済による支出5億9百万円、自己株式の取得による支出1億95百万円や配当金の

支払2億57百万円等によるものであります。  

その結果、当連結会計年度末における現金及び現金同等物（資金）の残高は前期末に比べて17億85百万円減少

し、87億91百万円となりました。  

 （キャッシュ・フロー関連指標の推移） 

当社グループのキャッシュ・フロー指標のトレンドは下記のとおりです。  

  

（※１） 自己資本比率：（純資産－少数株主持分）／総資産 

（※２） 時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

・  株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数（自己株式控除後）により算出しております。 

（※３） キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／営業キャッシュ・フロー 

・  有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象と

しています。 

・  営業キャッシュ・フローは連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローを使

用しています。  

（※４） インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い 

・  利払いは、連結キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用しています。  

  

(3）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

 当社は、製品競争力の維持・強化に向けた研究開発投資及び設備投資を行い、収益力の向上と財務体質の強化に

努めながら、株主の皆様に対する利益の還元を充実していくことが重要と認識し、業績や配当性向などを総合的に

勘案した成果配分を基本方針としております。  

この基本方針のもと、当期の期末配当金につきましては、１株につき７円とさせていただくことを予定してお

ります。その結果、中間配当金６円と合せて、年間配当金額では１株当たり13円の配当となります。  

なお、資本効率向上の観点から、当期において取締役会の決議に基づき、288千株の自己株式を取得いたしまし

た。  

 また、次期の株主配当金につきましては、引き続き利益の還元を充実しつつ業績並びに配当性向を勘案し、1株

当たり14円（中間、期末共に７円）を予定しております。 

     平成20年３月期 平成21年３月期 平成22年３月期 平成23年３月期

 自己資本比率（％）  （※１）  68.1  74.1  80.2  72.1

 時価ベースの自己資本比率（％）  （※２）  52.9    34.5    41.8    62.5

 キャッシュ・フロー対有利子負債比率（％） （※３）    0.3    4.8    0.4    2.0

 インタレスト・カバレッジ・レシオ（倍）  （※４）  114.9    6.4    88.7    25.9



 当社グループ（当社、子会社９社及び関連会社２社）は、産業用電気機械器具等（エンジン発電機、エンジン溶接

機、エンジンコンプレッサー等）の製造並びに販売と、これらに付随する補修部品の販売及びアフターサービス等の事

業活動を展開しております。 

 なお、当社は平成22年5月に、デンヨー ベトナム CO.,LTD.をベトナムのハノイ近郊に設立し、今後の国際競争に対

応していくためのエンジン発電機の部品を製造・調達する拠点と位置づけております。  

 当社グループの事業内容及び当社と主要な関係会社の当該事業に係わる位置付けは、次のとおりであります。 

 なお、当社は事業の種類別セグメント情報を記載していないため、製品区分別によって記載しております。 

（発電機関連）     主要な製品はエンジン発電機、非常用発電装置及び車載型発電装置、交流発電機本体等で

あります。 

当社が製造・販売するほか、子会社西日本発電機㈱は防災用及び非常用発電機の製造・販

売に従事しております。 

子会社デンヨー マニュファクチュアリング コーポレーションは、アメリカ国内において

製造・販売に従事し、関連会社P.T.デイン プリマ ジェネレーターは、インドネシア国内

において当社製造用部品の加工及び製品の製造・販売に従事しております。 

関連会社新日本建販㈱は、国内において、子会社デンヨー ユナイテッド マシナリ

ー  PTE.LTD.他１社は、アジアにおいて、子会社デンヨーヨーロッパB.V.は、ヨーロッパ

において販売に従事しております。 

国内におけるリース・レンタルは、関連会社新日本建販㈱が、アジアにおけるリース・レ

ンタルは、子会社デンヨー ユナイテッド マシナリー PTE.LTD.が従事しております。 

なお、子会社デンヨー アメリカ コーポレーションは、アメリカ国内において当社及び子

会社デンヨー マニュファクチュアリング コーポレーションに部品の供給を行っておりま

す。 

（溶接機関連）     主要な製品はエンジン溶接機、自動溶接装置、溶接用治具装置等であります。 

当社が製造・販売するほか、子会社デンヨー ユナイテッド マシナリー PTE.LTD.他１社

は、アジアにおいて、子会社デンヨーヨーロッパB.V.は、ヨーロッパにおいて販売に従事

し、関連会社新日本建販㈱は、国内において販売及びリース・レンタルに従事しておりま

す。 

（コンプレッサー関連） 主要な製品はエンジンコンプレッサー、モーターコンプレッサー等であります。 

当社が製造・販売するほか、関連会社新日本建販㈱は、販売及びリース・レンタルに従事

しております。 

（その他）       その他の製品は水関連機器、高所作業車、建設機械等であります。また、部品の販売や修

理等のアフターサービスに係わる業務を行っております。 

その他の製品については当社が製造・販売するほか、関連会社新日本建販㈱は、販売及び

リース・レンタルに従事しております。 

補修用部品の販売・修理等のアフターサービスについては子会社デンヨー興産㈱が、従事

しております。 

  

２．企業集団の状況



［事業系統図］ 

 事業の系統図によって示すと、次のとおりであります。 

  

 （注）※１．連結子会社 

※２．関連会社で持分法適用会社 

※３．関連会社で持分法非適用会社 

※４．デンヨー ユナイテッド マシナリー PTE.LTD.の旧商号は、ユナイテッド マシナリー サービス 

PTE.LTD.であり、平成23年１月３日に商号を変更いたしました。 

※５．デンヨー ベトナム CO.,LTD.は平成23年度中に操業予定であります。 
  



(1）会社の経営の基本方針 

 当社は創業以来、パワーソースをテーマとして顧客重視の製品造りに徹し、「三者の得」(当社製品によって「使

う人、売る人、造る人」の各々が利益を享受すること）の伝統的経営理念の具現化に取り組み、広く社会から信頼さ

れる企業を目指しております。 

この経営理念に基づき、透明かつ公正な企業活動を通じて豊かな社会づくりに貢献することを経営方針としてお

ります。 

   

(2）目標とする経営指標 

 目標としている経営財務指標は、企業価値の向上と事業効率の向上を図るため、自己資本利益率（ＲＯＥ）８％以

上、売上高経常利益率１０％以上を目指してまいります。なお、当連結会計年度における自己資本利益率は3.0％、

売上高経常利益率は5.0％でありました。この目標達成に向かって、より一層の原価低減活動を推進すると共に、生

産性を高めるための設備投資や在庫を圧縮するための諸施策を実施するなど、経営指標の達成に向けて取り組んでま

いります。 

   

(3）中長期的な会社の経営戦略 

 当社の中長期的な経営戦略は、デンヨーグループの安定的な成長とバランスのとれた事業構造を確立することであ

り、パワーソースのパイオニアとしての信頼と販売ネットワークを駆使し、日本をはじめ世界各地で、高性能発電機

マーケットのナンバーワンを目指すと共に、発電機製造のノウハウを最大限に発揮できる周辺事業の拡充や新規事業

への参入等に注力してまいります。  

 そのために、品質・機能・価格・サービスのすべてにおいて、顧客の立場に立って製品を開発すると共に、顧客サ

ポートの充実を最重要目標として、グローバル化とグループ力の結束と強化に取り組み、連結経営体制の構築を進め

てまいります。 

   

(4）会社の対処すべき課題 

 今後も経営環境はますます厳しさを増していくことが予想されますが、当社グループは、景気や市場の跛行性に左

右されにくい企業体質を目指して、グループ各社の生産性向上等により収益基盤の強化に努めております。 

建設関連分野では、公共投資の減少などにより設備投資も抑制傾向にあります。こうした状況のもと、市場の縮

小や価格低下に対応し、さらなる受注拡大、収益力強化を図るため、当社は提案型営業の強化に取り組んでおり、

それぞれのお客様に最適なサービス販売体制を整え、営業範囲を拡大してまいります。また、新たな事業機会を逃

さぬよう、新製品、新規事業の開発にも積極的に経営資源を投入します。さらに、海外の販路拡充に向けて、海外

営業拠点の充実も図ってまいります。 

なお、東日本大震災により部材の調達に影響を受けておりますが、災害の復旧及び復興に不可欠な製品を供給す

るメーカーとして、製品の安定供給に最大限努力し、社会的責任を果たしてまいります。  

３．経営方針



４．連結財務諸表 
（１）連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 10,577 7,791

受取手形及び売掛金 9,056 13,579

有価証券 － 1,000

商品及び製品 3,774 3,498

仕掛品 192 495

原材料及び貯蔵品 1,488 2,073

繰延税金資産 329 503

その他 409 588

貸倒引当金 △28 △41

流動資産合計 25,800 29,489

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 6,858 6,726

減価償却累計額 △3,545 △3,574

建物及び構築物（純額） 3,313 3,152

機械装置及び運搬具 2,585 2,548

減価償却累計額 △2,258 △2,304

機械装置及び運搬具（純額） 326 243

土地 4,502 4,593

建設仮勘定 － 872

その他 1,358 1,389

減価償却累計額 △1,182 △1,230

その他（純額） 175 158

有形固定資産合計 8,317 9,020

無形固定資産   

借地権他 148 385

無形固定資産合計 148 385

投資その他の資産   

投資有価証券 5,271 5,488

長期貸付金 91 63

繰延税金資産 97 93

長期預金 500 500

その他 152 128

貸倒引当金 △13 △9

投資その他の資産合計 6,100 6,264

固定資産合計 14,566 15,670

資産合計 40,367 45,160



（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 3,856 7,648

短期借入金 961 783

未払法人税等 145 274

未払費用 244 283

賞与引当金 257 323

役員賞与引当金 － 23

製品保証引当金 207 259

その他 144 403

流動負債合計 5,817 9,999

固定負債   

長期借入金 7 －

長期未払金 106 97

退職給付引当金 808 771

繰延税金負債 469 907

その他 69 65

固定負債合計 1,462 1,843

負債合計 7,279 11,842

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,954 1,954

資本剰余金 1,754 1,754

利益剰余金 29,869 30,555

自己株式 △1,591 △1,786

株主資本合計 31,986 32,478

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 816 978

繰延ヘッジ損益 22 11

為替換算調整勘定 △460 △903

その他の包括利益累計額合計 378 86

少数株主持分 721 752

純資産合計 33,087 33,317

負債純資産合計 40,367 45,160



（２）連結損益及び包括利益計算書 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

売上高 24,254 33,287

売上原価 18,961 25,674

売上総利益 5,293 7,613

販売費及び一般管理費合計 5,378 6,194

営業利益又は営業損失（△） △84 1,418

営業外収益   

受取利息 42 53

受取配当金 91 88

受取家賃 94 89

為替差益 11 －

経営指導料 15 22

持分法による投資利益 28 21

雑収入 96 69

営業外収益合計 379 345

営業外費用   

支払利息 26 14

コミットメントフィー 18 18

賃貸収入原価 14 16

為替差損 － 21

雑損失 34 26

営業外費用合計 94 96

経常利益 201 1,667

特別利益   

固定資産売却益 － 3

投資有価証券売却益 40 12

貸倒引当金戻入額 5 －

その他 － 0

特別利益合計 46 16

特別損失   

固定資産処分損 4 5

投資有価証券売却損 2 －

投資有価証券評価損 － 4

退職給付費用 78 －

工場統合費用 － 37

その他 － 0

特別損失合計 85 47

税金等調整前当期純利益 162 1,636

法人税、住民税及び事業税 264 426

法人税等調整額 △112 150

法人税等合計 152 576

少数株主損益調整前当期純利益 － 1,060

少数株主利益 54 97

当期純利益又は当期純損失（△） △44 962



（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

少数株主利益 － 97

少数株主損益調整前当期純利益 － 1,060

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 － 162

繰延ヘッジ損益 － △11

為替換算調整勘定 － △522

持分法適用会社に対する持分相当額 － 0

その他の包括利益合計 － ※2  △371

包括利益 － ※1  688

（内訳）   

親会社株主に係る包括利益 － 671

少数株主に係る包括利益 － 17



（３）連結株主資本等変動計算書 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

株主資本   

資本金   

前期末残高 1,954 1,954

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 1,954 1,954

資本剰余金   

前期末残高 1,754 1,754

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 1,754 1,754

利益剰余金   

前期末残高 30,295 29,869

当期変動額   

剰余金の配当 △381 △257

当期純利益又は当期純損失（△） △44 962

連結範囲の変動 － △18

当期変動額合計 △426 686

当期末残高 29,869 30,555

自己株式   

前期末残高 △1,162 △1,591

当期変動額   

自己株式の取得 △429 △195

自己株式の処分 － 0

当期変動額合計 △429 △195

当期末残高 △1,591 △1,786

株主資本合計   

前期末残高 32,842 31,986

当期変動額   

剰余金の配当 △381 △257

当期純利益又は当期純損失（△） △44 962

連結範囲の変動 － △18

自己株式の取得 △429 △195

自己株式の処分 － 0

当期変動額合計 △855 491

当期末残高 31,986 32,478



（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金   

前期末残高 314 816

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 502 162

当期変動額合計 502 162

当期末残高 816 978

繰延ヘッジ損益   

前期末残高 △59 22

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 82 △11

当期変動額合計 82 △11

当期末残高 22 11

為替換算調整勘定   

前期末残高 △569 △460

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 109 △442

当期変動額合計 109 △442

当期末残高 △460 △903

その他の包括利益累計額合計   

前期末残高 △315 378

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 693 △291

当期変動額合計 693 △291

当期末残高 378 86

少数株主持分   

前期末残高 668 721

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 53 30

当期変動額合計 53 30

当期末残高 721 752

純資産合計   

前期末残高 33,196 33,087

当期変動額   

剰余金の配当 △381 △257

当期純利益又は当期純損失（△） △44 962

連結範囲の変動 － △18

自己株式の取得 △429 △195

自己株式の処分 － 0

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 747 △260

当期変動額合計 △108 230

当期末残高 33,087 33,317



（４）連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前当期純利益 162 1,636

減価償却費 425 426

持分法による投資損益（△は益） △28 △21

投資有価証券評価損益（△は益） － 4

退職給付引当金の増減額（△は減少） △164 △37

製品保証引当金の増減額（△は減少） △29 52

賞与引当金の増減額（△は減少） △4 65

役員賞与引当金の増減額（△は減少） － 23

貸倒引当金の増減額（△は減少） △14 9

受取利息及び受取配当金 △134 △142

支払利息 26 14

投資有価証券売却損益（△は益） △38 △12

固定資産売却損益（△は益） 1 △3

固定資産処分損益（△は益） 2 4

売上債権の増減額（△は増加） 2,030 △4,721

たな卸資産の増減額（△は増加） 2,823 △698

仕入債務の増減額（△は減少） △2,483 3,891

その他 △109 △81

小計 2,464 411

利息及び配当金の受取額 145 155

利息の支払額 △26 △15

法人税等の支払額 △490 △332

法人税等の還付額 245 172

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,338 391

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △500 －

定期預金の払戻による収入 800 －

有価証券の売却による収入 5 －

有形固定資産の取得による支出 △88 △893

有形固定資産の売却による収入 0 6

無形固定資産の取得による支出 △12 △28

投資有価証券の取得による支出 △63 △1

投資有価証券の売却による収入 97 67

貸付けによる支出 △34 △267

貸付金の回収による収入 59 45

子会社株式の取得による支出 － △897

その他の収入 △1 －

投資活動によるキャッシュ・フロー 261 △1,969



（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △49 342

長期借入金の返済による支出 △509 △509

自己株式の取得による支出 △429 △195

配当金の支払額 △381 △257

少数株主への配当金の支払額 △12 △10

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,383 △630

現金及び現金同等物に係る換算差額 57 △137

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,273 △2,345

現金及び現金同等物の期首残高 9,304 10,577

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 560

現金及び現金同等物の期末残高 10,577 8,791



 該当事項はありません。 

  

(5)継続企業の前提に関する注記

(6)連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更

前連結会計年度 

（自 平成21年４月１日 

     至 平成22年３月31日）  

当連結会計年度 

（自 平成22年４月１日 

     至 平成23年３月31日）  

 退職給付に係る会計基準の一部改正（その３）の適用 

当連結会計年度より、「「退職給付に係る会計基

準」の一部改正（その３）」（企業会計基準第19号平

成20年７月31日）を適用しております。 

なお、これによる営業利益、経常利益及び税金等調

整前当期純利益に与える影響はありません。  

（1）連結の範囲の変更 

連結子会社の数  ９社  

主要な連結子会社の名称 

デンヨー興産㈱ 

西日本発電機㈱ 

デンヨー アメリカ コーポレーション 

デンヨー マニュファクチュアリング コーポレーショ

ン 

デンヨー アジア PTE.LTD. 

デンヨー ユナイテッド マシナリー PTE.LTD. 

デンヨー ヨーロッパ B.V.  

デンヨー ベトナム CO.,LTD. 

デンヨー ベトナム CO.,LTD.については、重要性が

増したため当連結会計年度末より連結の範囲に含めて

おります。 

（2）資産除去債務に関する会計基準の適用 

当連結会計年度より、「資産除去債務に関する会計

基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）及

び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企

業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適

用しております。 

これによる、営業利益、経常利益及び税金等調整前

当期純利益に与える影響はありません。 

(7)表示方法の変更

前連結会計年度 

（自 平成21年４月１日 

     至 平成22年３月31日）  

当連結会計年度 

（自 平成22年４月１日 

     至 平成23年３月31日）  

――――― （連結損益計算書） 

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22

号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様

式及び作成方法に関する規制等の一部を改正する内閣府

令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用によ

り、当連結会計年度では、「少数株主損益調整前当期純利

益」の科目で表示しております。 

(8)追加情報

前連結会計年度 

（自 平成21年４月１日 

     至 平成22年３月31日）  

当連結会計年度 

（自 平成22年４月１日 

     至 平成23年３月31日）  

―――――  （包括利益の表示に関する会計基準） 

当連結会計年度より、「包括利益の表示に関する会計基

準」（企業会計基準第25号 平成22年６月30日）を適用し

ております。ただし、「その他の包括利益累計額」及び

「その他の包括利益累計額合計」の前連結会計年度の金額

は、「評価・換算差額等」及び「評価・換算差額等合計」

の金額を記載しております。  



当連結会計年度（自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日） 

※１ 当連結会計年度の直前連結会計年度における包括利益 

  

※２ 当連結会計年度の直前連結会計年度におけるその他の包括利益 

 前連結会計年度（自 平成21年４月１日 至 平成22年３月31日） 

 製品の種類、性質、製造方法、販売市場等の類似性から判断して、当社グループ（当社及び連結子会社）は産

業用電気機械器具等の製造並びに販売と、これらに付随する補修部品の販売及びアフターサービス等が主な事業

であり、売上高、営業利益及び資産の金額に占める当該事業の割合がいずれも90％を超えているため、事業の種

類別セグメント情報の記載を省略しております。 

前連結会計年度（自 平成21年４月１日 至 平成22年３月31日） 

 （注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２．アジアの区分に属する主な国又は地域は、シンガポール及びマレーシアであります。 

３．その他の地域の区分に属する主な国又は地域は、オランダであります。 

(9)連結財務諸表に関する注記事項

（連結包括利益計算書関係）

親会社株主に係る包括利益 百万円649

少数株主に係る包括利益 百万円88

計 百万円737

その他有価証券評価差額金 百万円501

繰延ヘッジ損益 百万円82

為替換算調整勘定 百万円143

持分法適用会社に対する持分相当額 百万円1

計 百万円727

（セグメント情報等）

ａ．事業の種類別セグメント情報

ｂ．所在地別セグメント情報

  
日本 

(百万円) 
アメリカ
(百万円) 

アジア
(百万円) 

その他の
地域 

(百万円) 

計 
(百万円) 

消去又は
全社 

(百万円) 

連結
(百万円) 

Ⅰ 売上高及び営業損益               

売上高               

(1）外部顧客に対する売上高  18,483  2,944  2,446  381  24,254  －  24,254

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 2,216  110  2  －  2,329  (2,329)  －

計  20,700  3,054  2,448  381  26,584  (2,329)  24,254

営業費用  21,194  3,003  2,247  424  26,870  (2,530)  24,339

営業利益又は営業損失(△)  △494  51  201  △43  △285  200  △84

Ⅱ 資産  36,256  2,517  2,308  459  41,541  (1,174)  40,367



前連結会計年度（自 平成21年４月１日 至 平成22年３月31日） 

 （注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２．各区分に属する主な国又は地域 

(1）北・中米……アメリカ、カナダ 

(2）アジア………シンガポール、インドネシア 

(3）その他………イギリス、ロシア 

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

当連結会計年度（自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日） 

 （注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２．各区分に属する主な国又は地域 

(1）北・中米……アメリカ、カナダ 

(2）アジア………シンガポール、インドネシア 

(3）その他………イギリス、ロシア 

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

〔セグメント情報〕  

１．報告セグメントの概要  

当社グループの報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会

が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行なう対象となっているものでありま

す。 

当社グループは、主に産業用電気機械器具等の製造・販売をしており、国内においては当社及び西日本発電

機㈱が担当しております。また、補修部品等の販売については、デンヨー興産㈱が担当しております。海外に

おいてはアメリカをデンヨーマニュファクチュアリングコーポレーション、アジアをデンヨーユナイテッドマ

シナリーPTE.LTD.及び欧州をデンヨーヨーロッパB.V.がそれぞれ担当しております。現地法人はそれぞれ独立

した経営単位であり、取り扱う製品について各地域の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。

したがって、当社は、販売体制を基礎とした地域別のセグメントから構成されており、「日本」、「アメリ

カ」、「アジア」、「欧州」を報告セグメントとしております。 

ｃ．海外売上高

  北・中米 アジア その他 計

Ⅰ 海外売上高(百万円)  4,184  3,532  1,530  9,247

Ⅱ 連結売上高(百万円)    24,254

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上

高の割合（％） 
 17.2  14.6  6.3  38.1

  北・中米 アジア その他 計

Ⅰ 海外売上高(百万円)  6,652  4,731  2,954  14,338

Ⅱ 連結売上高(百万円)    33,287

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上

高の割合（％） 
 20.0  14.2  8.9  43.1

ｄ．セグメント情報



２．報告セグメントごとの売上高及び利益または損失の金額に関する情報  

当連結会計年度（自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日） 

 （注）１．セグメント利益又はセグメント損失の調整額には、セグメント間取引に係るたな卸資産の調整額等が含まれ

ております。 

 ２．セグメント資産の調整額には、報告セグメント間の債権の相殺消去等が含まれております。 

３．当連結会計年度に連結子会社デンヨー ベトナム CO.,LTD.（アジア）を設立したことによる資本的支出の金

額は、1,120百万円であります。 

  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。  

  

（追加情報） 

当連結会計年度より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年３月

27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20

年３月21日）を適用しております。   

              （単位：百万円）

  報告セグメント 調整額 

（注） 

連結損益 

計算書計上額   日本 アメリカ アジア 欧州 計 

売上高               

 外部顧客に対する売上高  24,884  5,163  2,696  543  33,287 －  33,287

 セグメント間の内部売上高又

は振替高 
 4,464  267  150 －  4,883  (4,883) － 

計  29,349  5,431  2,847  543  38,171  (4,883)  33,287

セグメント利益又はセグメント損

失（△） 

（営業利益又は営業損失（△）） 

 732  324  319  △36  1,340  78  1,418

セグメント資産  39,354  3,366  4,786  391  47,899  (2,739)  45,160

その他の項目               

 減価償却費  365  30  20  1  417 －  417

 持分法適用会社への投資額  454 － － －  454 －  454

 有形固定資産及び無形固定資

産の増加額（注３） 
 242  12  1,159  3  1,418 －  1,418



 （注） １株当たり当期純利益金額又は１株当たり当期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

該当事項はありません。 

(1）販売実績 

販売実績を製品区分別に示すと、次のとおりであります。 

（単位：百万円） 

 （注）金額には、消費税等は含まれておりません。  

(2）役員の異動 

平成23年２月14日付で、開示いたしております。   

  以 上 

  

（１株当たり情報）

前連結会計年度 
（自 平成21年４月１日 
至 平成22年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成22年４月１日 
至 平成23年３月31日） 

１株当たり純資産額 円 1,386.46

１株当たり当期純損失金額 円 1.88

１株当たり純資産額 円 1,412.47

１株当たり当期純利益金額 円 41.35

 なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につい

ては、１株当たり当期純損失であり、また潜在株式が存在

しないため記載しておりません。 

 なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

  
前連結会計年度

（自 平成21年４月１日 
至 平成22年３月31日） 

当連結会計年度
（自 平成22年４月１日 
至 平成23年３月31日） 

当期純利益又は当期純損失（△） 

（百万円） 
 △44  962

普通株主に帰属しない金額（百万円）  －  －

普通株式に係る当期純利益又は普通株

式に係る当期純損失（△）（百万円） 
 △44  962

期中平均株式数（株）  23,646,555  23,285,686

（重要な後発事象）

５．その他

製 品 区 分 の 名 称 
前連結会計年度

（自 平成21年４月１日 
至 平成22年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成22年４月１日 
至 平成23年３月31日） 

 発 電 機 関 連  16,426  23,811

 溶 接 機 関 連    2,529    2,935

 コ ン プ レ ッ サ ー 関 連    743    929

 そ の 他    4,555    5,611

 合 計    24,254    33,287
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